
笑顔で「さようなら」

４月１１日（金）のこと

各務原市産業文化センターで業務を終えた私は、学びの森東の駐車場へ向かって歩いていました。

ちょうど下校時刻と重なり、桜丘中学校の女子生徒３名の帰宅途中のところに出会いました。

新年度が始まって５日目、着任式・始業式・対面式・命を守る訓練で、全校生徒の前で話す機会があ

りましたが、生徒とともに活動する機会はまだありません。私のことを桜丘中学校の教頭と認識してい

るだろうか。突然声を掛けられ、不審者と思われないだろか。という考えが一瞬頭をよぎりました。同

時に、桜丘中学校区が「あいさつ」を重点取組にしていること、自分から地域の方にあいさつすること

を大切にしていることも思い出しました。

私から「さようなら」とあいさつをしました。

３人の女子生徒は笑顔で会釈しながら「さようなら」とあいさつをしました。

その後、帰宅途中の男子生徒２名と出会

いました。同様に私から「さようなら」と

あいさつをしました。彼らも笑顔で会釈し

ながら「さようなら」と私にあいさつをし

ました。

業務が山積し余裕がない私の心にさわや

かで温かな空気を生徒が運んでくれました。

「人との関わりを大切にできる生徒たち」

だなと感じました。

毎年教職員は異動があります。生徒は３

年間の在籍で中学校を卒業します。教師が

生徒と関われる時間はわずかです。家庭で

地域で、人との関わりを大切にしてくださ

っていることが生徒たちの姿から伝わって

きた瞬間でした。

今年度も学校運営協議会の取組にご協力

をお願いいたします。
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